３　長瀬村の一宝大明神顕わる
３回目の遭難　　　　　水びたしになった栄力丸のアカ（水）替えに疲れ、食い飢え、水に渇し、雨水をうけて漸くのどをうるおして生死の境をさまよっているところへ、漂流５３日目の１２月１９日、第３回目の大しけに襲われ、一同今夜限りの命と覚悟を決めていた。それでも壮年盛り２２才の長瀬村利七は、表師の責任上、甲板上に襲いくる浪を見守り警戒に全神経を張りつめていたが、ついに疲れ
一宝大明神　　　　　て甲板上にウトウトと居眠ってしまった。このとき、EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(はくい),白衣)
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EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(せん),髯)の老人が現れて大喝一声で「我は長瀬村氏神一宝大明神であるぞ、利七‼何をグズグズしておるか‼」とEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(どな),怒鳴)られ、びっくりして胴の間へ転ろげ落ちた途端に船体もメリメリ破れんばかりの大波がEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps8 \o\ad(\s\up 7(ごうぜん),轟然)と打ちかぶさってきた。利七は当然さらわれる運命であったが、危うくもこの難を免れ、利七は心から氏神一宝大明神に合掌したのである。一同はこの利七のかわったしぐさを不思議がり、初めて夢神の話を聞き、本気に止めないものもあり、「波が恐ろしくて逃げこんだか」とひやかすものもあった。このことは利七帰国後の述懐談にもあり、また同漂者のジョセフ・ヒコの自叙伝（原本は英文昭和７年釈文）に載せているから事実であろう。爾来利七は、在外中いつどこでも氏神を念じて感謝していたという。
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